大阪港を仕出港とした海上冷凍混載輸送サービス提供事業　募集要領

関西・食・輸出推進事業協同組合
阪神国際港湾株式会社
1． 趣旨
（１）目的

我が国の食の輸出強化政策の推進やTPP協定の署名などを背景に、大阪府下においても食の輸出に取り組まれる企業が増加しています。しかしながら、商談成立直後における一回の物量は小規模・小ロットになることが多いことから、大阪港での海上冷凍混載輸送サービスの強化が望まれています。

このため、大阪港を利用した海上冷凍混載輸送サービスの充実を図ることにより、商品特性に応じた輸送モードの選択肢を広げ、関西からの「食」輸出の拡大を図ることを目的とします。
（２）概要

大阪港を仕出港とした海上冷凍混載輸送サービスの企画を募集し、その中から要件を満たす事業を認定し、事業を支援します。

2． 大阪港と仕出港とした海上冷凍混載輸送サービス提供事業とは
低温物流倉庫等をCFSとし、複数の荷主の貨物を冷凍コンテナに混載（コンソリ）し、大阪港から船積みして輸出するサービスを提供する事業
3． 募集対象
（1） 募集対象者
1 過去に国際海上貨物の取り扱い実績がある物流企業
2 その他、適当と認められる事業者

（2） 事業の要件
1 大阪港を仕出港とした海上冷凍混載輸送サービス（輸出）を提供できること。
2 平成28年11月30日までに事業開始し、かつ事業に一定の継続性が見込めること。
なお、認定事業については、適宜の情報提供の要請、成果（取扱貨物量・事例・効果等）の公表をします。
（3） 募集スケジュール
平成28年　9月1日
応募受付開始　　（〜9月15日17:00募集締め切り[必着]）　
平成28年10月上旬
事業認定可否決定
平成28年11月30日
事業開始期限
平成29年 1月 31日
事業報告
4． 応募方法
別紙「大阪港を仕出港とした海上冷凍混載輸送サービス提供事業認定申請書」に必要事項を記入のうえ、必要添付書類とあわせて、下記の書類提出先に持参にてご提出ください。
ご提出いただいた書類及び資料の返却はいたしませんので予めご了承ください。

5． 認定方法

応募された事業について、当方にて事業内容を審査のうえ認定します。なお、提案内容を確認するため、必要に応じて収支計画、物量見込みなどの資料の提示や説明を別途求める場合があります。
6． 結果の通知
　　　結果については、平成28年10月上旬に通知します。
　　　なお、認定事業についてはホームページ等で公表します。
7． 支援内容
（1） 関西・食・輸出推進事業協同組合や阪神国際港湾株式会社による告知活動など、事業普及・拡大のための支援
（2） 中国（上海）及びベトナム向けのサービスを提供する場合には、実証実験などに要する費用について、一部助成を行う場合があります。
　　
8． 申請書類提出先・問い合わせ先

　　　〒５５９－００３４　　大阪市住之江区南港北２－１－１０　ＡＴＣ　Ｏ´s南館5階
阪神国際港湾株式会社　大阪事業本部　（担当 ： 足立、川端）
　　　ＴＥＬ：０６－６６１５－７２２８　　　ＦＡＸ：０６－６６１５－７２１０
　　　　【申請受付・問合せ対応可能時間】
　　　　　月曜日～金曜日（土曜・日曜を除く）　9:00～12:00、13:00～17:00
平成28年　　月　　日
関西・食・輸出推進事業協同組合　　様
阪神国際港湾株式会社　　様
申請者名　

代表者名　
印
大阪港を仕出港とした海上冷凍混載輸送サービス提供事業　　認定申請書

大阪港を仕出港とした海上冷凍混載輸送サービス提供事業の認定を受けたいので下記の通り申請します。

記

	1． サービス名
（対象国）
	

	2． 事業概要

	

	3． 事業期間

	

	４．対応品目・対応温度帯・最少受入単位など
	

	５．過去の国際海上貨物の取扱実績（冷凍混載に限らない）
	


	連絡先
	所在地：〒 

	
	担当部署・役職氏名：

	
	Tel：
	Fax：

	
	E-mail：


添付書類：
事業企画書　　別紙のとおり
（注１）事業企画書の様式は自由です。

（注２）事業企画書には事業の評価項目に関する内容を盛り込むとともに、事業の実施体制や実施スケジュールを必ず記述してください。


平成28年○月○日

関西・食・輸出推進事業協同組合　　様
阪神国際港湾株式会社　　様
申請者名　○○○○株式会社

代表者名　□□　△△　
 eq \o\ac(○,印)
大阪港を仕出港とした海上冷凍混載輸送サービス提供事業　　認定申請書

大阪港を仕出港とした海上冷凍混載輸送サービス提供事業の認定を受けたいので下記の通り申請します。

記

	1． サービス名
（対象国）
	大阪港発、中国（上海）向けの冷凍品混載サービス

	2． 事業概要

	大阪市○○区にある当社提携の低温倉庫にて冷凍品を集貨し、大阪港から上海向けに週１回海上輸送し、当社の現地提携低温倉庫で引き渡すサービスを構築する。
多様な品目を受け入れることができ、また、少ない物量でも受け入れることができるなど、先進的な事業としてサービス開始します。


	3． 事業期間

	平成28年11月1日～

	４．対応品目・対応温度帯・最少受入単位など
	対応品目：冷凍品全般（ただし臭いが強いものなどはお断りする可能性があります）
対応可能温度帯：-20℃
最少受入単位：200kg〜

	５．過去の国際海上貨物の取扱実績（冷凍混載に限らない）
	大阪港において一般港湾運送事業の免許を有し、雑貨を中心に、中国、香港、台湾、東南アジア等との輸出入貨物を取り扱い
平成27年の取扱実績　約10,000トン


	連絡先
	所在地：〒 ○○○○　大阪市○○区○○○○

	
	担当部署・役職氏名：　○○○部　○○○○

	
	Tel： 06-○○○○-○○○○
	Fax： 06-○○○○-○○○○

	
	E-mail： ○○○○＠○○○○.jp


添付書類： 
　事業企画書　　別紙のとおり
（注１）事業企画書の様式は自由です。

（注２）事業企画書には事業の評価項目に関する内容を盛り込むとともに、事業の実施体制や実施スケジュールを必ず記述してください。
≪参考≫大阪港を仕出港とした海上冷凍混載輸送サービス提供事業　認定基準
【評価項目】
大阪港を仕出港とした海上冷凍混載輸送サービス提供事業の評価については、以下の項目について、提出書類や説明頂いた内容に基づき総合的に判断し、認定事業を決定します。
	評　価　項　目

	1 過去に国際海上貨物の取り扱い実績を有している物流企業等による提案であるか

	2 大阪港を仕出港とした海上冷凍混載輸送サービスであるか

	3 平成28年11月30日までに事業開始し、かつ事業に一定の継続性が見込めるか


【各評価項目にかかる事業認定の可否基準】
1 国際海上貨物の取り扱い実績等
	可　否　基　準

	· 申請者は、過去に国際海上貨物の取り扱い実績がある物流企業、または、その他、適当と認められる事業者である


2 大阪港を仕出港とした海上冷凍混載輸送サービス
	可　否　基　準

	· 大阪港から船積みするサービス（輸出）である
· 冷凍混載輸送サービスである
· 幅広いニーズに対応できる（頻度・リードタイム・品目・温度帯・受入最少単位など）


3 事業開始時期・継続性

	可　否　基　準

	· 期限までに事業の開始が見込める
· 事業の遂行能力を有している（適切な作業体制、設備等）

· 翌年度以降も事業を継続する見込みがある


以　　上

記載例





※事業企画書の記載例は省略
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